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8月22日(土)、筋ジストロフィー病棟の花火見学会が、当院の

駐車場で行われました。昨年は残念ながら雨天のため中止となって

しまいましたが、今年は心配されていた雨も降らず、総勢81名もの

ボランティアさんにご協力をいただき、患者さん62名、ご家族30名が

一緒に夏の風物詩を体感することができました。

花火の打ち上げを待つ間は、みかさ太鼓の力強い演奏で、お祭りの

ワクワク感を大いに高めました。

今年度は四街道ふるさと祭りの20周年でもあり、例年よりも数多くの

花火が打ち上がり、贅沢に楽しむことができました。

ボランティアの皆様、四街道みかさ太鼓の皆様にこの場を借りて

お礼申し上げます。本当にありがとうございました！

筋ジストロフィー病棟スタッフ一同

ボランティアさんの感想

○お手伝いをさせて頂く中で初めて花火を目の前で見させて頂くことが出来、感謝の思いでいっぱいです。

○写真をたのまれ、花火をうまくとれたか不安でしたが、最後に患者さんが文字盤を使って「ありがとう」と

言ってくれて嬉しかったです。

○大勢の人がボランティアをしているのに感動しました。

○とても楽しい時間を過ごすことができました。一緒に話しをしながら太鼓を聴いたり、花火を見ることができて、

本当に良かったです。この経験を生かして、特別支援学校の教諭になりたいと思います。

○患者さんと花火を見ながらお話しができて楽しかったです。

昨年は雨が降ったため花火が中止になってしまいましたが今年はたくさんのボランティア

さんんがきてくれて良かったです。その上一緒に色々な花火の形が見られて楽しかったです。

困った時には手伝ってくれてうれしかったです。太鼓では、幼児が力強く和太鼓を叩いて

いるのがかっこよく印象的でした。

病棟にいる人達は外に出て花火を楽しむことが難しい人もいます。だから来年もボラン

ティアさんと交流し花火を見られる機会を作ってくれるとうれしいです。今年は、本当に

楽しい花火大会ができて良かったです。ボランティアの皆さん、みかさ太鼓の皆さんあり

がとうございました。またこういう機会がありましたらよろしくお願いします。

患者代表 榎本海



「中学生高校生のための病院見学と1日ボランティア講座」報告 8月19日(水)

下志津病院のことを多くの人に知ってもらい、障害を持つ人たちへの理解やボランティア活動への理解を深めて

いただきたいとの思いをこめて開催されている「中学・高校生のための病院見学と一日ボランティア講座」は、今年で

14回目を迎えました。10名の方の参加があり、「普段見ることができない場所が見られて良かった」「看護師になりたく

て参加しました」「患者さんや病院について知ることができて良かった」などの感想をいただいきました。

8月26日（水）下志津病院にプロのマジシャンが来てくださいました！！

福祉医療機構の助成事業により、NPO法人子ども劇場全国センターと千葉センターのご協力のもと、

プロのマジシャンでありテレビ出演などもされている「アンディー先生」に来ていただくことができました。

筋ジストロフィー病棟と、小児慢性病棟の2カ所で公演をしていただきました。ハトや炎も飛び出す本格マジックに

目をまるくし、子どもはもちろん、スタッフも大感激しました！

開封されていない新品のペットボトルのお茶の中に、女の子の手元にあったはずの

トランプが入ってしまいました。「えー！」「どうしてー！」

おみやげとして、このペットボトルは女の子に渡されましたが、病棟に帰って調べて

みても、全くわかりませんでした。サプライズ！！

小児病棟でのマジックの様子です。みんな間近で

食い入るように見ています！

「タネが分からなかった」「また来て欲しい」と、

男女ともに大好評でした。

アンディ先生、子ども劇場のみなさん

ありがとうございました！

←「放射線科は私たち

の身近にある！」とい

う言葉から始まり、石

や昆布などの物からは、

どれくらいの放射線が

出ているかを測定した

り、輪切りになった体

の写真を見せてもらっ

たりとユニークな体験

が多くありました。

→

重症心身障害病棟

では、看護師から病

棟の説明があり、プ

レイルームでは保育

士が行っていた療育

活動のゲームやエアー

トランポリンで楽し

む患者さんの笑顔を

見ることができました。

↑リハビリでは、実際に電動車いすに乗って

操作を体験しました。初めての経験で驚いて

いると、実際に使用している患者さんが操作

方法を教えてくれるなどの交流もありました。


